
第５回在宅医療・介護連携推進に係る多職種合同意見交換会実施報告 

１ 目的 

地域包括ケアシステムの構築における重要な要素である在宅医療・介護連携について、

地域の医療機関・介護関係者等が参画する会議を開催し、在宅医療・介護連携の現状と

課題の抽出、解決策等を協議するとともに、医療、介護関係職種の研修の場とする。 

 また、この意見交換会は地域支援事業における包括的支援事業の一つである在宅医

療・介護連携推進事業として行なうものである。 

２ 実施結果 

（１）実施日・時間    平成３０年３月８日（木） １９：００～２１：１５ 

              

（２）参加者  総勢３７７名 

 

 ・市職員 9 名 

健康福祉部長 

  高齢者福祉課長、地域包括ケア推進幹、職員６名（春日、守、代、江袋、橋本、羽鳥） 

 

・機能強化型地域包括支援センター職員 7 名 

（栗原、脇、松橋、中畑、北原、山崎、浅見） 

   

（３） 会場  行田市教育文化センターみらい ホール 

 

 （４） 内容  「第５回 在宅医療・介護連携推進に係る多職種合同意見交換会＜プロ

グラム＞」のとおり 

  

（５）  研修 

① 「消滅可能性都市 行田 ～第二の夕張への道を歩まぬために～」 

行田市在宅医療・介護連携推進協議会 会長 川島 治氏 

② 「これからの地域包括ケアシステム」～医療と介護の連携の重要性について～ 

厚生労働省老健局総務課 課長補佐 石井義恭 氏 

市内医療 １０３人 市内介護    １９０人 その他  ８４ 人 

医師会 

歯科医師会 

薬剤師会 

 

 

 75 人 

 16 人 

12 人 

  

 

行田ケアマネ連絡会  

行田ヘルパー連絡会 

短期入所事業所団体 

行田通所介護連絡会 

行田訪問看護入浴連

絡会 

行田リハビリ連絡会 

地域包括支援センター 

グループホーム 

ケアハウス 

特別養護老人ホーム 

有料老人ホーム 

老人保健施設 

社会福祉法人 

軽費老人ホーム 

31 人 

13 人 

9 人 

29 人 

 

13 人 

20 人 

21 人 

14 人 

4 人 

14 人 

2 人 

15 人 

1 人 

4 人 

行田市在宅医療・介護連携推進協議会  

在宅栄養士会 

埼玉県 

熊谷市関係 

羽生市関係 

加須市関係 

深谷市関係 

鴻巣市関係 

行田市消防本部 

市職員 

その他 

1 人 

1 人 

3 人 

9 人 

8 人 

11 人 

3 人 

23 人 

16 人 

4 人 

5 人 



③ 「老いても病んでも「地域で暮らす」を支える～医療と介護の統合～」 

松戸市医師会 在宅ケア委員会担当理事 

あおぞら診療所（千葉県松戸市）院長  医師 川越正平 氏 

 

 

 

 （６） アンケート結果  回答数２７２ 

  ①市内、市外 

   市内 ２１４人（78.6％）、市外 ５１人（18.8％）、不明７人（2.6％） 

 

 

②職種（重複あり） 

医師       ０人（0％）    歯科医師        ６人（2.2％） 

介護支援専門員 ５２人（19.1％）  ソーシャルワーカー １３人（4.7％） 

介護福祉士   ４７人（17.3％）  理学療法士     １４人（5.1％） 

作業療法士    ３人（1.1％）   機能訓練指導員    ２人（0.7％） 

看護師     ４１人（15.1％）   薬剤師       １４人（5.1％） 

管理栄養士    ８人（2.9％）    保健師        ３人（1.1％） 

歯科衛生士    ２人（0.7％）   介護職員初任者      ７人（2.6％）   

  施設管理者・事務２８人（10.3％）  生活相談員       １１人（4.0％） 

   その他の職種  ２７人（3.6％）  

不明       ５人（1.8％） 

  

 

     

③ 本日の内容 

 十分理解

できた 
理解できた 

ど ち ら で

もない 

あまり理解で

きなかった 

理 解 で き

なかった 
不明 

【講義１】 
消滅可能性都市行田
～第二の夕張への道
を歩まぬために～  

124 

(45.6%) 

115 

(42.3%) 

23 

(8.5%) 

2 

(0.7%) 

0 

(0%) 

8 

(2.9%) 

【講義 2】 
「これからの地域包
括ケアシステム」～
医療と介護の連携の
重要性について～  

44 

(16.1%) 

105 

(38.6%) 

87 

(32.0%) 

30 

(11.0%) 

0 

(0%) 

6 

(2.2%) 

【講義 3】 
老いても病んでも
「地域で暮らす」を
支える～医療と介護
の統合～ 

89 

(32.7%) 

117 

(43.0%) 

39 

(14.3%) 

2 

(0.7%) 

0 

(0%) 

25 

(9.2%) 

 
 

（以下の項目については別添） 

④ 本日の講義で、印象に残っていることや、感じたことがありましたらご記入下さい。 

 

⑤ 今後、在宅医療・介護連携に関して、現在、困難を感じていることはどんなことですか。 

（例：お互いの顔が見えない、他の職種とのコミュニケーションの取り方がわからない、使用している言

葉が違う、など） 

 



⑥ 在宅医療と介護がよりよく連携していくために、必要と感じているものがありましたらご記入下

さい。 

 

⑦ 「在宅医療・介護の連携推進に係る多職種合同意見交換会」又は「行田市在宅医療介護連携協

議会」や市への要望がありましたらご記入下さい。 

 

 

 

 

           

 

           

 

 


